
本社

タイトル 請求書受領における電子化の取組
申請事業者:宮崎トヨタ自動車株式会社（宮崎市）【10店舗】
業 種:自動車小売業

コンサル事業者:株式会社デンサン（宮崎市）
業 種:情報サービス・情報通信業

取組の背景

取組の成果

取組の概要

ポイント クラウドシステムの導入により、総務、経理部門の出社率抑制を実現!

導入部門:各店舗【全10店舗】 経理(2名体制)、本社経理(2名体制）
導入業務:請求書受領、専用システム入力業務(2名体制)
目的:手作業業務削減及び出社率の抑制
ツール:Bloftカスタマイス『請求書電子受取』
手法:各取引先からの請求書の電子受領、専用システムへの自動取込
規模:800件/月、2名体制の業務
導入費用:1,410,000円

（ソフトウェア:1,210,000円、コンサル:200,000円）

CSV自動生成取込

本社

原紙目視確認、手動登録

各取引先から紙媒体で郵送 各店舗から紙媒体で郵送

導
入
前

導
入
後

・新型コロナウイルスの影響下、出社率を抑制したい。
・経理部門では手作業での請求書入力業務が発生。事務所への出社必須。
・紙媒体から目視確認を行い、手作業入力の為、ミスの発生の可能性あり。

・請求書を電子受取とし、クラウド運用する事で出社率の抑制。
・専用システムへの取込みもCSV自動生成を行い、人的ミスの排除。
・今後の全社的な業務をクラウド運用へ移行し、全社的なシステム化を図る。

・手作業を要した受注業務の自動化。
・属人化し、月末の業務集中を抑制。
・２名体制で120時間/月を要した業務を”０”に削減。
→業務従事者出社率100％→80％（他業務へ移管）
・ワークフローも電子化することで決裁スピードも向上。
・請求書業務以外の業務もBloftへ移行し、情報共有の促進。
・ホールディングス全体のＩＣＴ導入の検討に向けたモデルケースを構築。
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